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アーバントレイル

笠雲

“交流”の広場”知の重塔”

1F

2F

3F
検索性

散策性

“学び”の広場

“創造”の広場

駐車場

富士山イベント広場

東静岡駅

広場
自転車置場

グランシップ静岡

東海道本線

現代につくる「市中の山居」を提案します。日常の喧騒から解放され、平等に本音で交わり豊かな時を過ごし、不二の暮らしを文化として紡ぎ豊かで廉直な富士
の国づくりを支えるふじの士民の学び舎です。静岡県の恵まれた自然環境に呼応し笠雲のゆったりとたなびく図書館は、360°四方に開き、3つの広場を囲うラ
ンドスケープの庭道にかける低い軒先と庇空間が所々で揺らぐことで、県民と図書館の多様で有機的な関係を作ります。

■私たちが考える新しい図書館の”ファサード”とは...
新図書館では、富士にかかる”笠雲”を館にかけ、県民の拠り所としての幸の象徴を作り出しました。
館の四周には、”アーバントレイル”と呼ぶ情報と活動が活発に行き交う外周路を巡らせ、日々変化する「学ぶ姿」がそのまま動くファサードとなる建築をつくります。

富士にかかる笠雲が静岡県全域の心を喜ばせる
様に、県民の新しい明日との出逢いと、いつでも
立ち戻れる人生の光となる”笠雲”のかかる図書
館を作り出します。県の情報の中心である新図
書館に、県民の幸の拠り所として、シンボリック
なファサードを作り出します。

人の幸福で健康な一生は、 “友”⇄“集まり”⇄“社
会”との豊かな親交から育まれます。新図書館で
は、コミュニティ作り（上層）知識づくり（中層）体
験づくり（下層）を3つの広場で構成し、県民の成
長の循環を作り、広場を貫く「知の重塔」が、県下
の図書館ネットワークの知を支えます。

活動空間を含む陽の当たる段々状の “アーバン
トレイル”は３つの広場をつなぐ活動的な外周路
となり、活動と書籍をシームレスに繋いでいます。
フロア間を行き交う人 と々滞留して活動する利
用者が五感的に交差する交流空間が、前向きで
快活な人間関係を醸成します。

“笠雲”がかかったシンボリックな新図書館は、東静岡駅前の新たなランドマークとなります.
四周に開かれた新図書館は、活動や様々な情報が街に対して発信され、グランシップ・広場と合わせて新たな駅前の賑わいが生まれます.

東静岡駅から新図書館への“笠雲”を潜るようなアプローチです.
“交流の広場”がエントランスフロアとして来館者を迎え入れる構成となっています.

館全体は、見通すことのできる放射状の本棚に
よって構成します。放射状の空間は、中心からの
視認性(検索性)と同心円上の隣り合う関係性(散
策性)を生み出し、様々な体験を促します。また、
街に対しては八の字に開き、内部の様子を街に
見せる開かれた新図書館を作り出します。

笠雲たなびくふじ士民の学び舎　

どこからでも見える縁起良い富士の”笠雲”
静岡県民の目印として

3つ”広場”による全体構成
様々な活動を支える

”アーバントレイル”
情報と活動をつなぎ合わせる

放射状の本棚
書架構成が館全体の関係性を作り出す

県立図書館の基本的役割を担いながら、県民一人一人の小さ
な力が、やがて街をつくり支える大きな原動力となる道程をサ
ポートし「あらゆる自立を支援する21世紀の県立図書館」です。
1.県全域から人と情報が集まる新図書館の最上階(駅直結)に
”交流の広場”を設けます。本を介した交流の核となり、館利用
者を拡大し、「学び・創造」へとトリクルダウンする構成です。
2.外周部に巡らす”アーバントレイル”は、３層それぞれの広場
から染み出す小さな活動を受け取り、来館者と活動と情報が交
差しながらマルチモーダルに連鎖する場所を作り出します。
3.県民のウェルビーイングを効果的に促進する脳神経科学的
な工夫を取入れ、蔵書点検 / 設備管理 / 行動分析などには 
AI を装備し、運営者が利用者の成長に集中できるアナログと
デジタルのベストプラクティスを実装します。

■私たちが考える新しい”県立図書館”とは...

番号002
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ペリメーターゾーン
床吹出床し

床輻射冷房
夏時

床輻射暖房
冬時

窓：
Low-eペアガラス

照り返し防止や気化熱
よって外気温を下げる

ルーフテラス

熱自動センサー
により自動開閉

→東静岡駅

免震構造
水熱源ヒート
ポンプチラー

デシカン
ト空調機

井戸地下水

井水槽

太陽光発電装置
外壁：竹細工型枠

県産材ヒノキの”笠雲”天井

活動域には天井
吸音材を設置

太陽光発電装置
太陽光発電による
夜間照明

散水

自然光の拡散

木チップ入りア
スファルト舗装

バークチップ散策路

雨水貯水槽

アーバントレイル

交流の広場

学びの広場

創造の広場

アーバントレイル ブレース

交流の広場

学びの広場

笠雲(屋根)

創造の広場

梁：S造

柱：
S柱(9mグリッド)

免震層

屋根：
鉄骨フレーム

構造ダイアグラム

デ
ザ
イ
ン
対
話

地
域
と
連
携
し
た

専
門
知
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
対
話

対
話

設計業務体制設計業務体制

フィールドリサーチフィールドリサーチ県民参画の設計検討県民参画の設計検討 文化施設とのネットワーク連携文化施設とのネットワーク連携

設計JV
(アトリエ事務所＋組織事務所2社)

21世紀の県立図書館を構想する
「推進委員会」

共有・共学・対話の広場

静岡県
（発注者）

積算・工程・品質管理

管理技術者

成果品

照査報告

主
任
技
術
者

検査職員
照査報告の確認

調査職員
設計状況の把握

ヒヤリング リサーチ

構造主任

電気主任

機械・設備主任

コスト管理主任

技術グループ

選書デザイナー
サインデザイナー

エデュケーター

AIアーキテクト

ラボマネージャー

デザインアーキテクト
静岡県民の新しい「学び方」と「過ごし方」を考えるためのチーム

構造家 ランドスケープデザイナー
照明デザイナー

脳神経科学の知見で、空間をより効果的に
快適化するあり方をデザインします。

最新のDXテクノロジーに精通し、未来の
図書館のあり方をデザインします。

現在の中央図書館にある宝を精査し、未来
の蔵書計画への道程をデザインします。

未来を実現する課題を明らかにし、県民と
ともに歩む体験型道程をデザインします。

公共が期待する問いを浮き彫りにし、解決
するためのプログラムを美しくデザインす
ることが特徴です。

国内外の著名な建築家に協力し、多数のア
ワードを受賞しているチームです。N市図書
館での実績を活かし、本計画に貢献します。
コンセプトやプログラムをサポートし、地域
にあったオンリーワンの提案が特徴です。

設計の段階から、誰もが参加できる開かれたデザイン会議の場を設け、対話のプラットフォームとする。

司書/ブックディレクタ
ー/ファシリテーター/
大学教授/脳科学者 
/SIBによるインパクト
メーカーなど多様な
知見を取り入れる

複雑に絡み合う現代性
に対応した新図書館と
するために、具体的な
プログラムの管理・運営
を策定する専門委員会
を設置する。

体験型
ワークショップ

児童施設・福祉施設の協働検討

既存地での
空間実験

巨大模型
によるスタディ

スケッチ
ランゲージ

教育 × 地域

チェック

提出

反映 フィード
バック

提出

成果品
提出

状況
確認

作成

提出

フィードバック 提案 提案

成果発表成果発表

検査

民間企業・
商工団体

美術館
博物館

静岡駅市民
団体

学校
図書館

市民
図書館

地域
資料館

管理

照査・品質チェック

確認・品質チェック

近隣市民、現職員、
利用者などの生の
声を聞き、新図書
館に対する「内な
るニーズ」を把握。

フィールドワーク
などを通じた調
査。また国内外の
先駆的な事例の
リサーチ・反映。

連携

県内大学・
研究機関

仕
事
量

基本方針確認
キックオフ会議

検討結果の抽出

方向性の決定ワークショップ

共有・共学の対話

ヒヤリング
リサーチ

HOLD

業務完了
時間

基本設計 実施設計
行政手続き

コスト検討

デザイン/技術検討の結論

最終調整

2022年4月 2023年1月7月 10月 7月4月 10月

構造/設備との整合

先行検討型の事業の進め方 ホールドポイント後半で負荷がかかる事業の進め方

頼れるチーム力を発揮し前負荷型でタスクマネジメンを行い、コスト、性能、デザインの確実性を担保したスタート
ダッシュ型の設計プロセスを推進します。

“笠雲”を作り出す、鉄骨を用いた合理的な構造

番号002

”笠雲”が作り出す環境計画 ～自然エネルギーを最大限に活用し、省エネルギー建築の実現
室内照明はタスクアンビエントとし、照明器具を上
向きに設置し天井面に光をまわし、その反射によっ
てベースの明るさを確保。夜間には優しく照らされ
た”笠雲”がシンボリックな街の灯りとして機能する
。LEDの採用。井水を用いた水熱源ヒートポンプビルマルチ空

調方式の採用を検討し、床冷暖房輻射パネルに
よる居住域空調を行う。個室は個別空調とし空
調負荷を低減。閉架集密書庫はデシカント空調
機による外気除湿方式とする。

・光環境：　北向きの多面体屋根にトップライトを設け、天井懐内
　　　　　部に自然光を取り込み、光ダクト効果で効率よく美し
　　　　　い光環境を実現。
・日射対策：建物を囲む深かい庇と”アーバントレイル”によって直
　　　　　射光を防ぎ、蔵書の日焼けを防止。UVガラスの採用。
・雨水集水：屋根に降った雨水は多面体によって貯留槽に集めら
　　　　　れ、外構散水や中水利用とする。
・熱だまり：天井懐に集まる熱だまりをトップライトから排出。

■快適性と美しさに配慮した照明計画
免震構法を採用し、開放的な空間を実現するため
鉄骨ブレース構造とします。ブレースは知の重塔を
中心にバランス良く設けます。小径断面による構成
とし、軽量で施工性の高い構法とする事でコスト
低減を図ります。多面体の屋根はディテールを簡
略化し施工者を選ばない容易な納まりとします。

 ・ 全体コストに大きな影響を与えるファサードガ
　ラス面積に注視し、空間への影響を配慮しなが
　ら柔軟に調整する事で、コスト低減を行います。
 ・ 書架や家具等は積層材等安価で丈夫な材料を
　できる限り利用し、コスト低減を図ります。
 ・ 県産材を可能な限り活用し、材料運搬・加工コ
　スト等余分なコストを低減します。
 ・ 植栽の選定ではメンテナンスの容易なものを基
　本とし、ランニングコストの低減を図ります。
 ・ 平面計画はグリッドプランを基本形とし、無理
　のない構造計画とすることで、小径断面の鋼材
　をいることでコストを削減します。
 ・ 多面体屋根は、施工者を選ばない容易なディテ
　ールとする事で、コスト削減を図ります。
 ・ 自然エネルギーを最大限に活用し、最小限のエ
　ネルギーで快適な環境を生み出し、ランニング
　コスト低減を図ります。

最小限のエネルギーで快適な環境を生み出し、ランニングコストを低減します。

最新の図書館設計実績のあるメンバーにより構成し、新しい
知識・コスト管理を施設設計に活かします。あらゆる要望に対
して設計窓口を一元化し、情報のスムーズな伝達を実現し、
様々な要望に対して臨機応変に対応します。

基本設計段階から多面的に豊富な経験者を専門アドバイ
ザーに迎え、完成後を見据えた専門性の高い幅広いニーズと
コスト管理に的確に応えます。

1.経験豊かなスタッフによる設計チーム体制

2.専門アドバイザーの協力

同種施設の実績に基づいて、後戻りのない精度の高いコスト
コントロールを行い、先行検討型による工程管理を徹底しま
す。模型やBIM等を活用し、検討課題を可視化し、設計の各
段階にホールドポイントを設け、円滑に設計が進むように管
理します。

3.同種設計実績に基づく円滑で確実な業務遂行

貴重資料は電動集密書架とし、自動散開によ
り空気を流しカビ抑制を図る。それ以外の集
密書架は、停電・災害時対策として、手動も含
めて検討していく。

■蔵書を守る閉架書架システム

■”笠雲”ルーフが作り出す快適な室内環境 ■空調方式

街からのエントランスフロア.社会課題関連のプログラムと書籍が並び、様々な活動が展開します.
放射状本棚は展示棚として利用され、LGSで組まれたグリッド天井は吊り下げの展示に対応する.

駅からのエントランスフロア.”茶の間コミュニティ”を中心として、本を介した交流の広場です.
富士山を望みながら、外周部には”アーバントレイル”とテラスに囲まれ、中央では四畳半ユニットを利用した様々な交流の風景が広がります.

交流の広場(3層) 創造の広場(1層)

コスト管理に関わる要点と検討項目設計業務時におけるコスト管理体制及び方針 ■対話がかたちを生み出す設計プロセス ■先行検討型の設計スケジュール計画
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Ｎ

総記 哲学 歴史

社会 自然 技術

産業 文学芸術 言語

総
記

哲学

歴史

社会

自然

技
術

産
業

文学

芸術
言語

放射状の本棚は、本に限らず、県民の作品展示等にも多
目的に利用。「読書県静岡」に向け、言葉の面白さを伝え
人の心をふと動かす言葉の彫刻は、定期的に更新する
県民イベントとして館の循環性を生み出します。

“知の重塔”
公開書庫

“茶の湯コミュニティ”

“アーバントレイル”
多目的ラボA

“アーバントレイル”
多目的ラボB

“交流の広場”

“学びの広場”

“創造の広場”

“イベント広場”

多目的ホール

知の重塔

放射状の本棚が作り出す多様な関係性 “茶の湯コミュニティ”が豊かなコモンズを形成

見通すことのできる本棚は、活動を適度に区
切りながら気配を伝えるひと繋がりの空間。相
互の活動を繋ぎ合わせます。

人々の自然な滞留と
拡散促し、多様な空
間を作り出します。

“交流”の広場

“交流”の広場

アーバントレイル

放射状に展開する多面体天井が生み出す高低

放射状に広がる分類 ”散策性”と”検索性”の創出

緩やかに区切られ、活動の様子が重なり合う“創造”の広場 “創造”の広場

交流の広場学びの広場創造の広場

児童書関連

知の重塔
(保存エリア)

知の重塔
(保存エリア)

知の重塔
(保存エリア)

”ふじのくに”地域資料

”茶の湯コミュニティ”

1F Plan 2F Plan

東静岡駅

4F Plan

VIEW 富士山

VIEW 富士山

十進分類法による
一般的なゾーニング

図書分類を
放射状にゾーニング

散策路

放射状本棚と各分類
を横断する散策路

EV

EV EV

設備 設備 設備
EV EV

EV

公開書庫

公開書庫 閉架書庫

集密書庫閉架書庫 サイレント
ルーム

至東静岡駅

事務室印刷室

音楽ラボ

ホワイエ

駅改札階へ イベント広場

EV

控室

守衛

EV

EV

WC

作業室

WC

会議室
ブックポスト

ブックポスト

ブックポスト

協力車ステーション

倉庫

倉庫

ものづくり
ラボ 多目的ラボA

多目的ラボB

一般閲覧スペース

眺望の
外庭

倉庫

多目的ホール

情報ウォール

更衣室

倉
庫 キッチンラボ

エスカレーター

エスカレーター

エスカレーター

駐車場

駐輪場

OPEN

OPEN

WC

倉庫

大学
コンソーシアム

展示

情報ウォール車寄せ

セミナー
ルーム

セミナー
ルーム

設備

設備

設備

セミナールーム 総合案内

イベント広場

グランシップへ

情報コーナー

備品倉庫

備品
倉庫

ボラン
ティア室

館長室

更衣室

WC EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

会議室

運営事務室

特別会議室

WC

多目的
ラボCセミナールーム

多目的
ラボD

設備

設備

EV

休憩室

貴重書庫

学習室

保存
処置室

ICTラボ

カウンター

子ども図書研究室

読み聞かせ
部屋

テラス

設備

授乳

WC

WC

県史編さん
収集

地域資料コーナー

カフェ

ラウンジ

公開書庫

事務室

セキュリティー
（BDS ゲート）

一般来客
スタッフ

搬入口

凡例
ストリートファニチャー

静岡に関する情報提供、立体展示、
情報ウォール.暗い部屋を設る.

県民の憩いやすらぎの場
縁側、霧の水盤、芝生.

食に関する創作活
動.調理風景が駅か
ら見える.

内外一体利用でき、吹き抜
けには大型展示ができる.

吹抜けには大
型展示ができ、
倉庫を完備.

人と人との交流を通じた学びの場.
可動間仕切りにより空間を可変.

学習室
静かなエリア、防音室、
個室、没入空間.

リーディングスペース
”笠雲”の下、豊かな自然光が入るアーバ
ントレイルに設ける開放的なスペース.

静かなリーディングスペース
窓際に広がる静かスペース.

子ども図書研究室

カフェ

事務室付近に設え児
童室と一体的繋がる.

地域資料
駅からの入り口正面に設え、一段下がる
エリアも設けることで暗い展示も可能.

富士山を一望できるカフェ.
単独営業の動線を確保.

ペデストリアンデッキ

縁側
テラス

駐車場まで直接ア
クセスできる通路
を設る.

一般閲覧スペース　
十進分類を放射状に配架し、中心から
全体を見渡せ検索しやすいレイアウト.

知の重塔・公開書庫　
“知の重塔”は館内どこからでも見え
る事で、県立図書館の知の集積のシ
ンボルとなる.

リーディングスペース　
“知の重塔”にも回遊のアーバントレ
イルを巻きつけ、ブラウジングの様子
が見えることで利用動機を高める.

サイレントルーム　
館内を見渡すこ
とができる位置
に配置.

見通しの良い総合案内カウンター.

広場と一体利用
でき、多様なイベ
ントに対応.
内部の賑わいの
様子は駐車場か
らも垣間見える.

キッチンカーが
乗入れ可能なイ
ベントスペース.

車庫スペース
と搬送作業
スペース.

多目的ホール

キッチンラボ ものづくりラボ
3F Plan

サイレントルーム

リーディング
スペース

リーディング
スペース

リーディング
スペース

5F Plan 6.7F Plan

情報発信
コーナー

情報発信
コーナー

情報発信
コーナー

カウンター

カウンター

カウンター

協力車発着
ステーション

直線で構成
される管理
動線.

事務スペース

貴重書
展示コ
ーナー

多目的ラボ

可動の家具、テ
ーマ別配架コ
ーナーが点在.

ブックウォール

本棚

言葉の彫刻（アフォリズム）

中置き書架

知の重塔
アーバントレイル

アーバントレイル

サーバ
ー室

芝生の
外庭

植栽の
外庭ハーブの

外庭

“学び”の広場
“学び”の広場

面出し本　実物の展示 ベンチ

茶の湯イメージ

あらゆる情報が置かれる学びの棚
“茶の湯”を表象する可動四畳半ユニッ
トで作る日本らしいバナキュラーコモン
ズは、茶室モジュールや縁側的利用性を
用いて、図書館の新しい居場所を創出
し、世間話から交流へと適度に距離感を
近づけます。「快・楽・健康・地域・子供・
国際」など吸引力あるフロアが来館を促
進し、 子育て/語学/tech/漫画/ゲーム/
ユーチューバーなど多様な四畳半コ
ミュニティを創出します。自宅から分身
ロボットで交流したり、VRによる仮想現
実世界への乗降駅
としての利用性を
実証検証します。

オープンコラボ
レーション
スペース

富士山を望むカフェ・一段
下がったICTラボエリア、外
気に触れる４つの外庭

広場と一体利用できる多
目的ホール、セミナールー
ム、キッチン、ものづくりラ
ボ、多目的ラボ

人・活動・情報が交差する”アーバントレイル”

1F大階段からつながる多
目的ラボとリーディングス
ペース

可動四畳半ユニット動くファサードを生み出す

パネル展示

1F Plan”交流の広場” ： 外周部の”アーバントレイル”で体験的な社会活動を行うフロア
フロアフタッフ ： All 静岡の専門家/機関との連携を探るファシリテーション

2F Plan”学びの広場” ： 維持管理のしやすい図書分類を放射状に構成した書架の集積階
フロアフタッフ ：利用者の自主学習をサポートするリファレンス

4F Plan”創造の広場” ： 日本らしいバナキュラーなコモンズフロア
フロアフタッフ ：老若男女の広い交流を育む交流リーダー

街に開かれた”放射状本棚”.”アーバントレイル”で繰り広げられる活動が街に発信される. それぞれの広場から常に見ることができる新図書館の情報の象徴”知の重塔”. 駅に直結するイベント広場は、多目的ホールと一体利用ができ、様々なイベントに対応する. 広場の三層構成とそれらをシームレスに繋ぎ合わせる螺旋状の”アーバントレイル”.

0 0 2 . U A O ・ 楠 山 ・ I A O 竹 田 設 計 共 同 体

第 4章　参加者の技術提案書



63　SHIZUOKA PROPOSAL SHIZUOKA PROPOSAL　64

県民の
生涯学習
読書活動
の拠点

検索サービス セレンディピティが
ない

複数で活動する機会
が少ない

司書の専門性を活か
すテーマ配架

司書や市民がつくる
選書コーナー

什器設計の工夫
選書コーナーの充実

わかりやすい棚
楽しい棚

十進法にテーマ配架
を組み合わせる

共同学習できる
テーブル

人・物の提案～については～を実現するため ～を解決したい
提案

空間の提案

オープンコラボ
レーションスペース

緑地に隣接した
児童室

セミナールーム
コワーキング

富士山が見える
閲覧室

多様な専門ラボ
の組み合わせ

異業種交流

PCが使えるブース

話せる閲覧室
集中できるブース

机の予約サービス

楽しい検索

配架とウェブの連動
棚 棚がわかりにくい

回遊性が低い
みんなで
見る・聞く
つくる

利用者 図書館と県民の
対話が少ない

司書の専門性が
活かされていないスタッフ

県内図書館
の支援

児童 子どものための
読書環境がない

学生
家と学校以外に
勉強する場所がない

雑談できる場所が
少ない

県民

テーマビジョン 問題

日常的に過ごせる
場所が少ない

多様な活動に
対応できない

地域企業と図書館の
関連が低い

ふじのくに
なら
なんでも
分かる オンライン

アーカイブ

アクセスしにくい

資料が構造化されて
いない

アクセシビリティ
が低い

地域資料
展示

認知度が低い

県民が出会
い、交わり
新しい文化
を育む

司書や市民がつくる
オンラインアーカイブ
オンライン参加でき
るワークショップ
対話型オンライン
レクチャー

日常的に触れやすい
場所にある展示室
図書館と一体の
展示スペース
展示替えが容易な

展示室
富士山・日本平が
見える展示スペース
協力車発着
ステーション

A
C

B

ロータリー

緑地広場

閲覧室

日本平

閲覧室

富士山

カフェ・ラウンジ

ペデストリアンデッキ

多目的ホール

富士山テラス

地域資料スペース

東静岡駅

富士山

グランシップ
オープンコラボレーションスペース

富士山

東海道新幹線

古代東海道

新県立図書館
日本平へ

グランシップホール
スポーツの殿堂

東静岡駅と日本平を繋ぐように動線を通すことで、操車場跡に
よって南北に分断されていた街を繋ぎ直します。
旧東海道・東海道新幹線の持つ東西軸と「文化とスポーツの殿
堂」がつくる南北軸が交差する、「ふじのくに」の新たなコミュ
ニケーションの場を創出する拠点となります。
また誰でもアクセスできるペデストリアンデッキを施設内部に
引き込むことで、どんな人でも自由に使えるインクルーシブな
公共施設を目指します。

街を繋ぐインクルーシブな拠点 新旧の図書館が融合するブラウジング空間

新たな図書館機能であるテー
マ配架を、整然と並んだ一般
閲覧スペース・地域資料・児
童スペースの空間に突如現れ
るように配置することで、新
たな知との偶然の出会いを生
み出します。そうして、十進
法の閲覧スペースにあるスタ
ティックな情報が再び輝き始
めます。

静と動が反応しあうアンテナ

内外を縫い合わせるように貫
通する動線（リボン）は立体
的に構成された建物の内外を
貫き、結果的にすべてのゾー
ンに面することで、さまざま
な活動に偶然出会う可能性を
広げます。また外部の風や光
を取り込む環境装置としても
働き、アフターコロナの新し
い生活様式にも対応します。

偶然性を生むリボン

新県立中央図書館基本構想で掲げられ
た４つの柱をビジョンと捉え、具体的
に実現するため、チャートを作成しま
した。この計画では、図書館が持つ書
籍だけを情報として捉えるのではなく、
人と空間、人と物、物と空間、人と人
が引き起こす出来事をも情報の束とし
て捉え、それらがシームレスに行き交
う環境を主眼としました。まず各「ビ
ジョン」で実現すべき「テーマ」を探り、
それらに沿った「問題」を抽出し、最
終的に具体的な「提案」を人・物、空
間のそれぞれで行っています。
情報に囲まれ刺激を受けながら活動で
きるよう、共同作業できるテーブルを
設けたり、専門性の異なるもの同士が
互いに接触する機会をつくるために、
多様な専門ラボを組み合わせ、さらに
その活動に一般の人が触れられるよう
にするなど、人、物、活動がそれぞれ
複数同時に行えたり組み合わせること
が重要となります。司書が整理した情
報を利用者が閲覧するだけであった従
来の図書館の概念を超えて、利用者と
スタッフが互いに協働し、学びつづけ
ることのできるポストコロナ時代の新
たな生活様式に対応した新時代の情報
の館を目指します。

新しい図書館では、ヴァーチャルなデータベース空間では起こ
らないような思わぬ出会いをもたらすきっかけとして、回遊す
る外部動線（リボン）と吹き抜け状の配架スペース（アンテナ）
を中心にゾーニングを行います。これによって、新しいタイプ
の図書館機能での活動がリボンへあふれ出し、アンテナは県民
の知のインフラとしての図書館の従前の価値観を揺さぶるよう
な空間となります。従来の図書館ゾーンも公開書庫の本が大量
に並んでいる姿が閲覧室からも見えるようにすることで、デジ
タル・アーカイブでは感じられない情報の量を可視化します。
この図書館は両者が融合した活動や出来事も情報の束として扱
う新しい図書館像にふさわしい構成となっています。

リアルとバーチャルの融合
富士見階段から富士山を臨む活動が外に溢れ出し、全方向に向けて動線と展望がひらけたこの施設は情報だけでなく周辺の文化施設の拠点となります

知と人と環境が交差する新しい図書館へ　静岡らしい気候風土と人のふるまいを活かすリボン・アンテナ

第 4章　参加者の技術提案書
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駐輪場
ロータリー

グランシップ

富士山

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F従来図書館ゾーン

ペデストリアンデッキ

テーマ配架（アンテナ）

テーマ配架（アンテナ）

オープンコラボレーションスペース

公開書庫富士山 グランシップ

一般閲覧室

一般閲覧室

貴重書展示セミナーラボ（キッチン）

テーマ配架

テーマ配架

テーマ配架

テーマ配架

東静岡駅

富士
山

ロータリー

古代
東海
道

多目的ホール

ラボ
（ものづくり）

オープン
コラボレーション
スペース

ラボ
（キッチン）

ラボ
（ICT）

多目的

セミナー

地域資料・
貴重品展示

一般閲覧
スペース

一般閲覧
スペース

セミナー

カフェ
ラウンジ

情報発信
コーナー

管理エリア

機械室

富士見階段

富士山テラス

子ども図書
研究室

児童室

駐輪場

公開書庫・貴重書庫
・機械室

閉架書庫

機械室・
閉架図書

学習室

サイレント

サイレント

リボンに沿って交流ス
ペースの諸室を配置。
グランシップ側の交差
点からペデストリアン
デッキを通って緑地広
場へと８の字状の回遊
動線を生み出します。

各階段は、十分な幅、
踏面、蹴上寸法を確
保し、バリアフリーに
配慮しています。

リボンの先には富士
見階段と大きなテラ
スがあり、新幹線か
らも絶景スポットで
あることが伺えます。

新しいタイプの図書
館は３層に渡る立体
的な構成とします。
リボンの隙間や吹
抜けを通して1階の
様子とペデストリア
ンデッキの様子を互
いに伝え合います。

管理は各エリアの中
央に配置。スタッフ
動線を短縮し利用者
との協働を促します。

一般閲覧スペースは
90 度向きを変えて２層
で構成。専用テラスに
囲まれ景観と読書を同
時に楽しめます。

ペデストリアン
デッキから図書館
まで、連続的な
バリアフリーを実
現します。

テーマ配架は各ラボの前だけ
でなく、一般閲覧スペースや
地域資料スペース、児童室に
も顔を出します。

一般動線とは別に図書館
専用のループ動線をもっ
たテラスを確保。天気の
良い日はテラスで読書が
可能です。

富士山や日本平をはじめとする景観に恵まれ、キャンプなど外部生活に慣れ親しんだ静岡
に建つ新しい図書館では、多様な人々のふるまいや活動自体が外観に現れることによって
こそ「ふじのくに」にふさわしい景観をつくりだすと考えます。したがって本計画では、
駅からのペデストリアンデッキの動線がそのまま建物内部を貫通して立体的な人の流れを
生み、周辺環境への圧迫感を抑えるためにセットバックした段状テラスが富士山や日本平
を望む主要な活動の場となるものとします。そうして「ふじのくに」の文化を発信する拠
点となることを目指します。

周辺と融和する「ふじのくに」の玄関口
テーマ１：景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン

外部の動線空間であるリボンは、屋外を通り過ぎる人に内部の活動を伝
えます。内部の吹抜け空間であるアンテナは、従来の図書館機能に突如
現れ、新たな反応を引き起こします。

児童書関連スペースを１階、地域資料スペースを２階、従来の図書館スペースを 3~4
階に配置。千鳥配置された従来の図書館機能に新しいタイプの図書館が立体的に絡み
合い両者を融合します。その間をリボンが縫い合わせ内部の活動を外に伝えます。

交差点を照らすファサード
グランシップ側には開口部や吹き抜けが面しており、
外から活動を感じることができます。日没後は、内
部の照明が周辺を照らし、街に温もりを与えます。

グランシップに抜けるテラス
4階北東には閲覧室に隣接した屋根付テラスがあります。グラン
シップ広場と視覚的に繋がり、正面には富士山、階段を降りれば
日本平が望め、壮大な景色を眺めながら読書することができます。

屋根付きの駐輪場
交差点に面した駐輪場（411台）
は、１階のピロティに整備し、
利用者が快適に利用できます。

日本平を臨むエントランス
交差点からは、多目的ホールや情報発信機能などの交流スペー
スに直接アクセスでき、街の人の気軽な利用を促します。階段
状のテラスからは日本平の方向を望むことができます。

富士山を眺めるテラス
風が抜け気持ちの良いテラス部分は、オープンコラボス
ペースや一般閲覧室などの利用者が富士山を眺めながら
気分をリフレッシュできる空間になります。

駅の方へスムーズに結ぶ

将来想定される
ペデストリアンデッキ

〈リボン〉地域資料・セミナー・ラボ
グランシップに繋がる交差点から登ってきたリボンは、地域資料スペースやセミナー
ルーム、ラボなどに自然に触れながら 3階のペデストリアンデッキへと向かいます。

〈アンテナ〉公開書庫・一般閲覧室
一般閲覧室と公開書庫を貫通する吹抜けを設け、図書館スタッフの作業風景を利用者が
日常的に見る機会を増やし、さらにはスタッフと利用者との協働を促します。

〈アンテナ〉〈リボン〉オープンコラボレーションスペース
オープンコラボレーションスペースは、駅から直結するリボンに面し、さらに閲覧室を
見上げる吹抜けを設けることで図書館での活動に触れる機会を増やします。

あんな風に作業するんだ ...
あ！動物特集だ！

あ、
テーマが変わってる！

お姉ちゃんが
手あげてる！

今日はなんの話してるんだろう？

あ、ここ今度イベントで
借りられないかなあ？

ふ～ん、なるほど

きれいだな～

面白い！
次回は参加してみようデッキで食べましょう！

あとであっちも
寄ってみよう ...

遭遇可能性を広げるリボンとアンテナ新旧の図書館が融合する立体構成
テーマ２：新県立中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像

（様式９）技術提案書（１次） 参加者番号　No.003

交流ゾーン
管理ゾーン

リボン
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チームが団結し、
円滑かつ迅速な
共働体制

建築家・
意匠主任
技術者

建築家・
管理
技術者 機械設

備主任
技術者

司書

利用者

地域図書館
積算
主任
技術者

構造
主任
技術者

電気設
備主任
技術者

省エネ施設を実現

N

卓越風
外部空間

PCa
現場プラント

吹き抜け

ボリューム

リボン

・構造は、高性能・高耐久性のプレキャストコンクリートによる耐震壁付きラーメン
構造とします。基礎免震構造と合わせて、県立図書館に相応しい安全性を効率的
に実現します。
・プレキャストコンクリートの採用により、高所作業が減ることで施工時の安全性
が向上すると同時に、在来工法と比べ、現場での作業人員が減り、労務管理面・
安全管理面の負担が減ることで現場管理費・共通費の低減を図ります。
・製品作成時に木材 ( 合板 ) 類を使用しないため、残材処理費が軽減でき、設備
工事においても、RC造と比較して躯体施工時の労務費を抑えられます。
・安全性、工期短縮、品質の向上を図れることや、施工不良等の想定外の問題も
解消されることから、完成後の維持保全費等に関わるランニングコストの軽減も可
能になります。

立体的な外部空間であるリボンが建物を
分節化し、南北に抜ける静岡の穏やかな
卓越風を取り込んで外周全体に導きます。

・現場横の駐車場敷地に仮設
ヤードをつくり、躯体・外装のプ
レキャストコンクリートの制作を
行うことで、現場型枠や輸送に
関わるコストと二酸化炭素排出
量の削減、プレキャスト部材の
大型化などのメリットがあります。

分節されたボリュームの周囲から採光をと
り、外気を取り込みます。各ボリュームの
吹き抜けを介した空気齢の短い自然換気
は、温冷感のみならず感染症対策にも効
果的です。

・RC 造は鉄骨造よりも建設時の二酸化炭素排出量を抑えることができます。また
躯体以外の部分には「グリーン・コンクリート」の使用など、コストとのバランス
を考慮しながら検討します。
・静岡の環境ポテンシャルと高効率な設備システムを組み合わせ、一次エネルギー
消費量▲54%・ZEB Readyを実現することを目指します。
・南面は適切な窓面積とし、眺望のよい北面に多くの開口を設けることで、空調
熱負荷低減に貢献し、書籍に安定した光環境を提供します。

コスト管理については、概算・積算を「施設規模等決定時」「基本設計方針確定時」
「実施設計完了時」の計３回行い、必要な仕様調整を計画にフィードバックするこ
とで、事業計画の確実性を確認しながら計画を進めます。基本設計時 10％、実
施設計時５％のコストバッファーを設けて、確実なコストコントロールを行います。
■設計体制
・コスト管理、構造・設備のエキスパートと
ともに総合力をもって業務に取り組みます。
・また、模型やVR等を用いた視覚的なツー
ルによる、司書や利用者、地域図書館との
対話型の設計を行います。
・BIMを導入し、多分野の設計チームを円
滑に連携。発注者・住民と情報共有し、基
本設計時から数量を把握しながら設計を進
めます。
■静岡県産材を効果的に活用します
・スギやヒノキなどの県産材を家具やパーティション等へ積極的な活用します。地
域資源の地産地消を目指し、地域経済の循環、地域の森林の保全を促進するとと
もに、輸送コスト削減を図ります。

・各階ごとの庇はメン
テナンス時の足場とな
ります。さらに、南西
面や閉架書架部分の抑
制した開口面積は熱負
荷を軽減し、ランニン
グコストを低減します。

・人感センサーや昼
光センサーの導入、
吹き抜けや屋内外
の照明には LED を
採用します。

・屋上には太陽光発電パネルを設置し、
静岡の豊かな日照をエネルギーに変換します。

・富士山の豊富な地下水熱のカスケード（多段階）利用、杭を用
いた地中熱ヒートポンプ空調を採用、熱源の高効率化を図ります。

・床輻射冷暖房により、ドラフトを感じない快適な温熱環境を実現します。また大幅な省エネ
ルギー、そしてダクト等の設備ボリューム縮小による階高低減・建設費低減も期待できます。

・屋根付きの外
部空間は災害時
の防災拠点とし
ても活躍します。

自然採光

クロス
ベンチレーション

重力換気

テーマ配架
（地域資料）

テーマ配架
（閲覧室）

テーマ配架
（児童室）

高効率照明
グランシップを臨む

床輻射冷暖房居住域空調

太陽光発電

トップランナ変圧器

地中熱
ヒートポンプ

富士山を正面に臨む

２階交流
スペースへ

ペデストリアンデッキへ

グランシップへ

庇により日射を抑制

機械室

閉架書庫

公開書庫

一般閲覧スペース 一般閲覧スペース

一般閲覧スペース

富士見階段

リボン

リボン

リボン メインカウンター
交流スペース

セミナールーム 交流スペース 管理ゾーン

協力車発着
児童室

情報発信

オープンコレボレーションスペース

ラボ（ものづくり）

地域資料スペース

N

N

意匠・構造・設備・積算が一体となり徹底したコスト管理を実現
プレキャストコンクリートによるコストと維持管理に配慮した構造計画

自然エネルギーを生かした設備計画

気候変動や感染症対策に貢献する、次世代の環境配慮型図書館 地産地消と設計チームの共働による着実なコストコントロール

（様式 10）実施方針書【コスト管理方針】 参加者番号　No.003

建設予定地
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町と溶け合う、流れの中の図書館

町へのゲートとしての建築
町と駅とを繋ぐ流れの中に存在する建築です。既存の町、未来の町とのネット
ワークをつくり、東静岡地区全体の回遊性を高めます。人々はこの建築の中を
自由に通り抜け、その途中で本やイベントといった、図書館の空気に触れるこ
とができます｡三保の松原、日本平への玄関口としても相応しい顔となります｡

１ 人々の多様な居場所を内包する建築
大屋根の下に、全ての人に開かれた居場所をつくります。年間を通じて気候が穏や
かな静岡にふさわしい、屋内外を行き来しながら過ごすことができる建築です。様
々なレベルで、町の活動と図書館の活動が立体的に交錯します。屋内外の居場所が
立体的に集積した建築の姿が、東静岡地区の今後の街並みをリードしていきます。

２ 富士を望み県民に共有される大きな居場所
ふじのくに静岡の県立図書館にふさわしい圧倒的な空間をつくります。天竜杉な
どの県産木材を活用した大屋根に包まれた、ここにしかない居心地と風景を共有
できる図書空間です。今後100年以上に渡って県民の知的活動のシンボルとして
愛され続ける建築をつくります。

３

富士を望むこの地に立つ、新しい町の始まりとしての図書館は、それ自体が町のような建築であるべきだと私たち
は考えます。全ての人に開かれた多様な居場所が集合してできる建築は、茫洋としたこのエリアに人や情報の流れ
を視覚化し、未来の町づくりをリードします。また、県全体の図書館ネットワークの中心となるこの建築は、新幹
線の車窓からも、確かな居場所として認識できる存在感が求められます。東海道という大きな流れの中に存在する
大らかで親密な居場所は、広く日本中からの来訪者を受け入れる、ふじのくに静岡の知のシンボルとなります。
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町のひろば

駅へ

民間施設へ

グランシップへ

子供図書
研究室

多目的
ホール

ラボ

事務室
ラボ

自習スペース

地域資料

ティーンズ
コーナー

情報発信
コーナー

ラボ

児童室

カフェ

ラボ
ラボ

ラボ

予約棚

ラウンジ

階段
閲覧室 一般閲覧

一般閲覧

一般閲覧

閉架書庫

閉架書庫

機械スペース

レファレンス
カウンター

一般閲覧

エスカレータ

本の原っぱ

3階入口

1階入口

1階入口

静かな席

一般閲覧席

オープン
コラボ
スペース

県民の多様な知的活動を支える
インフラとしての図書館４

・葵文庫から続く膨大な知のアーカイブに県民が自由にア
　クセス・利用する活動を形にした建築です｡
・下をアクティブライブラリ
　ー、上をオーセンティック
　ライブラリーとし、いずれ
　に対しても管理・保存エリ
　アから自在にサービス可能
　な明快な断面構成です。

人と出会い本と出会う場所 ～ブックトレイル５

多様な活動を支えるシンプルな空間構成６

（様式９）技術提案書（１次）
���

3F

5F

6F

7F

2F

ｵｰｾﾝﾃｨｯｸﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

ﾌﾞｯｸﾄﾚｲﾙ

管理・保存エリアサービスエリア

・ふたつの図書館を横断し、建物全体を巡るブックトレイ
　ル(B.T.)をつくります。建物全体の主要動線であり、そ
　れに面して様々な活動や情報が展開されます。
・B.T.にはアクティブ、オーセンティック、両方の図書館
　によるテーマ配架や展示が配され、上層に登るにつれて
　その内容は専門的になっていきます。
・B.T.にはラボ、学習室、公開書庫などが面し、それらの
　内部の活動や情報が染み出してきます。
・B.T.は管理・保存エリアとサービスエリアをつなぐ重要
　なインターフェースです。常に図書館のスタッフの顔が
　見え読書や研究に関する様々な相談の窓口となります。
・図書館業務の自動化、人員削減が進む中、静岡県立図書
　館では、対人によるレファレンスサービスや本の紹介を
　精力的に行っています。私たちは図書館の最大の資源で
　ある人を中心においた図書館を目指します。

上層階のブックウ
ォールの向こう側
は公開書庫や書斎
的な研究スペース

低層階のブックウ
ォールの向こう側
は活動的なラボ

ブックトレイルに
ラボでの活動がプ
レゼンテーション
される

ブックポッドはサ
イレントルームや特
集展示など様々な
用途で利用できる

南側のブールバール
に面してラボの活
動が溢れ出す

人々が行き交い集
う都市広場

1階と3階の間をエ
スカレーターで通
り抜ける間に図書
館の活動に触れる

2階のループ状のブ
ックテラスは屋外
の閲覧スペース 子ども達が走り回

ることができるブ
ックテラス

芝生に寝そべっ
て本を読むこと
ができる庭

駐車場、駐輪場か
ら雨に濡れずに図
書館に入れる

閲覧スペース
ブックトレイル
交流スペース

管理,保存スペース

テラスには天井高が
低く落ち着けるスペ
ースが面している

若者のための独立
性の高い居場所

ｵｰﾌﾟﾝｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝｽﾍﾟ
ｰｽは町のひろばと
一体的に使えるイ
ベントスペース

ロータリーに面し
たブックカフェ

1階に大学コンソーシアム事務
局を設置、交流スペースにおけ
る活動のエンジンとなる

�

�

� �
�

�
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凡例

1F

�
�

�

・B.T.には常にブック
　ウォールとブックポ
　ッドが面している。
・ブックウォールの向
　こう側には公開書庫,
　研究室,ラボなど階に
　よって様々な機能の
　部屋がある。
・ブックポッドは自習,
　会議,展示等など用途
　に応じた性能を持つ
　小さなブース。

公開書庫

書斎的な研究席

ﾚﾌｧﾚﾝｽｶｳﾝﾀｰ

展示

特集ｺｰﾅｰ

ﾃｰﾏ配架

ラボの
活動展示

図書館資料
の可視化

ブックポッド

ブックウォール

6階のブックテラスを見下ろす。内外を自由に行き来できる。

2階ブックトレイル。低層階は町の活動と隣り合う活動的な空間。 オーセンティックライブラリー。一体空間の中に環境が異なる多様な空間が共存する。

ラボやセミ
ナールーム

○回遊性を持つ自由な空間構造
　ループ状の平面形を持つ各階がず
　れながら重なっていくことで、立
　体的な回遊性を持ち、利用者が行
　き止まりなく自由に回遊したり、
　互いに距離を取ることができる建
　築です。バリアフリーにも十分配
　慮します。
○内外を自在に行き来できる図書館
　屋内の閲覧室と、屋外のテラスや
　庭を自在に行き来し、どこでも読
　書や本にまつわる活動を行うこと
　ができるおおらかな図書館です。
○目的に合わせた様々な居場所
　活動的な空間、静穏な一体空間、
　書斎的な小空間など、性格の異な
　る様々な居場所を建物全体に散り
　ばめます。

１～３F：
アクティブ
ライブラリー

2つの図書館を繋ぐ
流れを作る
ブックトレイル

３～７F：
オーセンティック
ライブラリー

静

賑

外内

流れに沿って存在する多様な居場所７

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室

�

� �
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雨水貯留しトイレの洗浄水
や外構散水に利用

ブックポッド：適度な
賑わいの中に遮音・吸
音等に配慮した静かな
居場所を計画

南面の屋根に太陽
光発電パネル設置

免震ピットを利用し
予熱・予冷した外気を導入

床吹出空調による
居住域冷暖房

カフェ

開架閲覧室

オープンコラボスペース

閉架書庫

閉架書庫

閉架書庫

閉架書庫

事務室

機械室 機械室

トリプルガラスを
採用するなど外皮
性能を最大化

北からの安定した天空
光とトップライトから
の柔らかい拡散光を室
内に取込み

涼風の取込

吹き抜けを利用し
た重力換気

冬季小屋裏に溜ま
った暖気を暖房補
助に活用

ラボ

階段閲覧室

子ども図書研究室

開架閲覧室

ブックウォールを活用
した輻射冷暖房

ブックトレイル

機械置場

町のひろば

管理部門

設計チーム

構造設計 全国各地で多数の公共建築・庁舎建築の実績をもつ 。高
い構想力で現代日本の構造デザインをリードする存在 。

設備設計 全国で多数の庁舎建築の実績をもつ。自然エネルギーを
活用し地域特性を生かした環境設備計画を実現する 。

ランド
スケープ

地域特性や周辺環境と親和し、建築と一体化した外構・
造園計画の実績を多数持つ。

積算 様々な公共建築の積算業務実績を持つ。基本設計段階か
ら確実なコストコントロールを行う。

建築計画 図書館や学校を専門とする計画学者。世界の先進事例の
調査実績を多数持ち、新時代の図書館実現に貢献。

総括・意匠設計事務所
複数の建築家の共同主宰による設計事務所。全国各地で公共建築、大
規模木造建築の設計実績を持つ。対話型設計プロセスを得意とする。

家具ﾃﾞｻﾞｲﾝ 図書館をはじめとする公共空間の経験豊富な家具デザイナーが身体性に依拠した居場所づくりを協働。

 機能性と快適性を両立する構造計画9

 設計チーム一丸となって行う段階的コストコントロール8

 ブックトレイルを舞台にしたDXの取り組み11

本設計チームで設計した
類似架構の構造、耐火性能実験

○フレキシブルで災害に強い図書館

躯体：PCaPC造

屋根：鉄骨造

耐震方杖：木造

基礎免震ピット

現場造成杭

○鉄骨造+木方杖による包み込むような大屋根

資料の検索回数の可視化の事例
"Seeing libraries through data 
visualization"(Steven Brawn著)より引用

地域資源をプロットしたデジタルアースアー
カイブのイメージ

 敷地特性と自然エネルギーを最大活用する環境設備計画10

調査・プラン検討

令和４年度
4

マスター工程

設計工程

基本設計
実施設計

諸条件整理
◆

建築設計

定例会議・分科会(隔週+α)

ベンチマークの設定

5 6 7 8 ９ 10 11 12 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9

基本プラン確定
◆

仕様確定
◆

基本設計提出
◆

静岡県 計画通知建築許可(事前協議含)

まとめ

詳細・仕様検討
作図

協議

積算

修正

VE
まとめ

定例・分科会(隔週)+オンライン進捗報告(毎週)

必要情報

令和5年度

実施設計提出
◆

構造種別,階数階高,延床
面積,内外装ｸﾞﾚｰﾄﾞ,特殊
要素,外構,別途工事範囲
JBCI(一財建設物価調査
会総合研究所)による類似
物件情報,官庁類似実績デ
ータや特殊要素加算し建
築,電気,機械等予算配分
と目標コストを決定

コスト管理

構造種別(数パターン),ス
パン,階数,階高,延床面積

構造検討を行い経済スパ
ン・階高をコストシミュ
レーションし、構造種別
を確定。種別により工期
の影響もあるため、仮設
・経費計算も行う。

構造種別,階数,階高,延床面積,内外仕上表,建具情報,家具情報,サイン
情報,外構情報,仮設計画,別途工事範囲

積み上げによる概算。設計者と密に質疑をやりとりし設計情報を
明確化。発注者の積算要領にも注意を払い、積算上必要な項目や
メーカー見積掛け率を確認。金額寄与度の高い項目は参考メーカ
ー見積を徴収し実施設計終了時と乖離が起こらないよう配慮。共
通費も積み上げを考慮した概算を行い国交省積算基準より算出。

コスト
コントロール

コストスダディが容易に行えるよう部位別内訳書式で金額を算出。
全体のコストウェイトを総合的に判断してコストの偏りがないか
、無駄なコストを費やしている所がないか確認し適切なコスト調
整を行う。

構造は設計が進むほど減
額が難しくなるためこの
時点でのコスト検討が重
要。物価情報にも配慮し
資材の値動きに細心の注
意を払う。

延床面積,内外仕上表,平面図,立面図,建具情報,家具情報,サイン情報,
外構情報,仮設計画,別途工事範囲

目標コストにおさまるか最終確認。基本設計終了時からの変更点
を確認し資材の動向にも注意を払い概算を修正。

予算を超える概算がでた場合は、早急に発注者・設計者と情報共
有しこの時点でＶＥ・ＣＤを実施。設計の手戻り、調整時間を短
縮しスケジュール内に目標コストにおさめます。

コストオーバーの場合はさらにＶＥ・ＣＤを行い目標
コストに納める。なお④実施設計途中段階で全てのＶ
Ｅ・ＣＤは行わず、少しゆとりをもたせておく。

全ての図面情報

積算基準に準じ内訳作成を行う。設計者と密に質疑
をやりとりし設計情報の齟齬が起こらないように積
算情報を明確化。チェックリスト入力や代表数量当
たりのコスト等,類似実績データとも比較し高品質の
成果品を目指します。

地下情報に配慮した近隣
情報の収集を行う。

①プロポ終了時 ②基本設計中間時 ③基本設計終了時 ⑤実施設計終了段階④実施設計中間段階

書架,家具の詳細検討を
前倒しで行い全体予算
把握,工事区分明確化

作図
概算・VE

コスト
マネジメント

(耐震壁：RC造)

・チーム全体でコスト意識を共有し合理的で
骨太な仕様とデザインを追求。イニシャルコ
スト、ランニングコストのバランスを最適
化しZEBReady以上の建築を実現します。

・基本、実施設計を通じ明確なマイルストーン
を設定し、建築コスト管理士を中心に確実
なコストコントロールを行います。

・公共建築の設計実績が豊富な各分野のエキ
スパートで設計チームを構成します。

・設計の各フェーズで通常より多い頻度でコス
ト把握を行い、常にポイントを明確化した
上で発注者と情報を共有し、各段階におけ
る的確な判断を積み重ねます。

・ブックトレイルの空間を舞台に、デジタル技術を用いて県立
図書館のデータ・アーカイブスの活用促進を推進する様々な
取り組みを積極的に提案します。
・例えば、図書館資料の貸し出しや論文への引用等の統計を可
視化したビジュアルデータをブックウォールに表示し、貴重
なアーカイブの存在をより多くの利用者に周知することで 、
その活用を促進します。
・メディア・ICTラボやものづくりラボでは、大学コンソー
シアムと協力したデータサイエンス教育の一貫として図書
館が所蔵するデータを視覚化するワークショップ等の活動
を行い、その成果をブックトレイルに展示します。
・こうした活動を地域課題の発見や新たなビジネスに繋げる
ことで、人を引き寄せ、地区の発展に寄与するこれまでに
ない図書館となる可能を拡げます。

・耐震壁はブックウォール(書架)として活用します。
・基礎免震により図書館BCPの向上と躯体量削減を両立 。

・10m強のロングスパングリッドによるフレキシビリティの
高い空間を実現します。

・PCaPC造の頑強かつ軽量な躯体とし杭工事コストを縮減 。

・明確な支持層が深いため、短い杭(25m程度)で中間層に支
持しコストを削減します。

・水害の履歴があり地下水位も高いため、地階を作らず工事
費と災害リスクを軽減します。

・鉄骨の柱梁に高強度の天竜杉による木造耐震方杖を加えた
ハイブリッド構造です。
・方杖は地震力のみに作用するため方杖は主要構造部に該当
せず、耐火性能が不要なため木材を現しで使用可能です。
・大スパンの柱間に対し、4m以下の一般製材をネットワー
ク状に組み合わせ、互いに支え合うことで、強固な耐震構
造と柔らかい内部空間を同時に実現します。

・免震ピットで予冷・予熱外気を取り入
れ空調負荷縮減します。

・豊富な地下水を熱源や洗浄水に利活用。

・建物全体を北・東に開き、良好な読書
環境、本の保存環境を実現。富士山へ
の眺望も確保します。

・大屋根を環境装置として利用し、日射
調整、自然光取り入れ、太陽光発電、
雨水利用を行います。

・建築の外皮性能を最大化し設備のラン
ニングコストを最小化します。

・年間を通じて穏やかな気候を利用し大
屋根の下に豊富な屋外読書空間を設置

・屋外空間は夏季・中間期は南北方向の
風の通り道、冬季は西風から守られた
快適な居場所を作ります。

・免震ピットを配管ダクトスペースとして
利用することで土工事を減らします。

❹富士山を望み、県民全員で共有される空間

0 0 4 . S A L H A U S

第 4章　参加者の技術提案書
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東静岡駅

緑地広場

南口環状線

駐車場550台

自転車290台+バイク142台

搬入車・公用車

車回し

東静岡中央線

ロータリー

「富士曼荼羅図」「富士曼荼羅図」
「富士曼荼羅図」に描かれるような、富士山に登る人々
の賑わいをモチーフに、建築の外観を作ります。

「ふじのくに」を象徴する、山のような建築／建物を包む緑と、人のにぎわいが外観をつくる

光と風、本と賑わいに満たされた「本の風穴」

「風穴」「風穴」
内部は火山活動で生まれた「風穴」を 
モチーフにしています。光、風、人の活動
が建物を貫くポーラスな空間構成です。

富岳三十六景に描かれるような
富士山まで続く緑をイメージし、
建築全体を緑で包みます。

多目的ホール多目的ホール

閉架書庫閉架書庫

駐車場側エントランス駐車場側エントランス

南側外観にも緑と人の活動があらわれます。周辺環境と一体的な景観を作ります。南側外観にも緑と人の活動があらわれます。周辺環境と一体的な景観を作ります。

駅側の外観。まるで山を登るように、建物に登って東静岡駅にアクセスできます。駅側の外観。まるで山を登るように、建物に登って東静岡駅にアクセスできます。

東側外観。建物を包む緑と、富士見テラスでの人々 の活動が、そのまま建物の外観となります。東側外観。建物を包む緑と、富士見テラスでの人々 の活動が、そのまま建物の外観となります。

長手断面イメージ長手断面イメージ

配置図配置図

駐車場駐車場

閉架書庫閉架書庫

ホワイエホワイエロビーロビーWCWC 託児託児授乳授乳

映写室映写室
キッチンラボキッチンラボ

緑地広場緑地広場 テーマ別配架テーマ別配架

オープンコラボレーションスペースオープンコラボレーションスペース

富士見テラス富士見テラス
ティーンズコーナーティーンズコーナー 一般書架一般書架

一般書架一般書架

富士見テラス富士見テラス
児童室児童室

一般書架一般書架

一般書架一般書架
富士見テラス富士見テラス

「本の風穴」「本の風穴」

富岳三十六景富岳三十六景

緑地広場緑地広場

東静岡駅東静岡駅

東静岡駅東静岡駅

（様式８）技術提案書（表紙）

参加者番号

0 0 6

第 4章　参加者の技術提案書

0 0 6 . ㈱ 新 居 千 秋 都 市 建 築 設 計 ・ ㈱ 高 橋 茂 弥 建 築 設 計 事 務 所 新 県 立 中 央 図 書 館 整 備 事 業 設 計 共 同 体
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1F入口1F入口
（東側）（東側）

6階　一般閲覧・地域資料スペース6階　一般閲覧・地域資料スペース 延床面積　19,611㎡延床面積　19,611㎡5階　一般閲覧・学びの活動スペース5階　一般閲覧・学びの活動スペース4階　従来の図書館メイン入口・児童書・駅接続口4階　従来の図書館メイン入口・児童書・駅接続口1階　交流スペース／東西南北4カ所のエントランス1階　交流スペース／東西南北4カ所のエントランス

民間管理民間管理
（倉庫）（倉庫）

情報情報
発信発信

テラステラス

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV
EVEV

EVEV EVEV

セミナーセミナーサーバーサーバー

映写室映写室

WCWC

WCWC WCWC WCWC

WCWC

WCWC
WCWC

セミナーセミナー
メディアメディア
ICTラボICTラボ

キッチンキッチン
ラボラボ

多目的多目的
ラボラボ

緑地緑地
広場広場

配架配架

配架配架

総合案内総合案内

カフェカフェ
↑東静岡駅↑東静岡駅

ラウンジラウンジ

飲食可能エリア飲食可能エリア 飲食可能エリア飲食可能エリア 飲食可能エリア飲食可能エリア 飲食可能エリア飲食可能エリア 飲食可能エリア飲食可能エリア

多目的ホール多目的ホール

ものづくりものづくり
ラボラボ

ラボラボ
（スポーツ）（スポーツ）

ラボラボ
（音楽）（音楽）

民間管理民間管理
（事務室）（事務室）

閉架書庫閉架書庫 閉架書庫閉架書庫

貴重書庫貴重書庫

保存処理保存処理

直営管理直営管理
（事務室）（事務室）

職員職員
会議会議

カウンターカウンター

リラックスリラックス

児童室児童室

子ども図書研究室子ども図書研究室

一般閲覧一般閲覧 一般閲覧一般閲覧

カウンターカウンター カウンターカウンター

カウンターカウンター カウンターカウンター

EVEV EVEV EVEV

予約予約

BDSBDS作業作業

↑東静岡駅↑東静岡駅

読聞せ読聞せ

公開書庫公開書庫 公開書庫公開書庫

協力車協力車

車回し車回し

2階　交流スペース・公開書庫・閉架書庫2階　交流スペース・公開書庫・閉架書庫 3階　公開書庫・閉架書庫3階　公開書庫・閉架書庫

「新しいタイプの図書館」と「従来の図書館」をゆるやかに結び、人の活動が段々状に連なる「本の風穴」

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ビ
ー

ロ
ビ
ー

ホ
ワ
イ
エ

ホ
ワ
イ
エ

公
用
車

公
用
車

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ

リ
ラ
ッ
ク
ス

リ
ラ
ッ
ク
ス

託
児
託
児
セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

搬
入
搬
入

新しい
タイプの
図書館

「本の風穴」
従来の
図書館 東静岡駅

緑地
広場

▽1FL

▽4FL

異なるレベルをゆるやかに結ぶ「登山道」

「本の風穴」
従来の図書館

緑地広場

▽1FL

▽4FL

異なるレベルをゆるやかに結ぶ

新しいタイプ
の図書館 東静岡駅

・「本の風穴」を中心として、交流スペースやカフェ、ラウンジ、テー・「本の風穴」を中心として、交流スペースやカフェ、ラウンジ、テー
マ別配架、緑地広場などの多様な居場所が集まっています。マ別配架、緑地広場などの多様な居場所が集まっています。
・たとえば音楽ラボの近くに音楽関連の配架スペースをまとめるなど、・たとえば音楽ラボの近くに音楽関連の配架スペースをまとめるなど、
図書館と交流スペースの各室を関係づけ、図書館と他の機能が融合図書館と交流スペースの各室を関係づけ、図書館と他の機能が融合
した、全世代にとっての学習拠点をつくります。した、全世代にとっての学習拠点をつくります。

カフェやキッチンラボを中心に、各カフェやキッチンラボを中心に、各
階に飲食ができるゾーンをつくり、階に飲食ができるゾーンをつくり、
自由に本が読める図書館とします。自由に本が読める図書館とします。

カフェ・ラウンジは緑地広場とテラカフェ・ラウンジは緑地広場とテラ
スの両方に面し、緑豊かな環境でスの両方に面し、緑豊かな環境で
食事や喫茶が楽しめます。食事や喫茶が楽しめます。

情報発信コーナーとテラスを一体化できます。展示だけ情報発信コーナーとテラスを一体化できます。展示だけ
でなく、朝市や物販、企業の展示会など、屋内外を横断でなく、朝市や物販、企業の展示会など、屋内外を横断
して様々に使えます。入口に近接させ視認性を高めます。して様々に使えます。入口に近接させ視認性を高めます。

エントランスの正面に総合案内エントランスの正面に総合案内
のあるわかりやすい計画です。のあるわかりやすい計画です。

東静岡駅から見て正面にエントラ東静岡駅から見て正面にエントラ
ンスのあるわかりやすい計画です。ンスのあるわかりやすい計画です。

オープンコラボレーションスオープンコラボレーションス
ペースでは、大階段を活用しペースでは、大階段を活用し
た講演や朗読会などのイベンた講演や朗読会などのイベン
トができます。自由に使えるトができます。自由に使える
座席を配置し、ラーニングコ座席を配置し、ラーニングコ
モンズとしても機能します。モンズとしても機能します。

緑地広場と緑地広場とオープンコラボレーションスペースオープンコラボレーションスペース
を一体的に使えます。起業支援、シェアオを一体的に使えます。起業支援、シェアオ
フィス、物販など色んな活動に使えるフレキフィス、物販など色んな活動に使えるフレキ
シブルな空間で、賑わいを発信します。シブルな空間で、賑わいを発信します。

児童室と連続した、子どもの遊び児童室と連続した、子どもの遊び
場をつくります。場をつくります。

リラックススペースでは飲食や会話リラックススペースでは飲食や会話
をしながら、自由に本が読めます。をしながら、自由に本が読めます。

テーマ別配架は、こもっテーマ別配架は、こもっ
て静かに読書できるて静かに読書できる
書斎のようなスペース、書斎のようなスペース、
広場に面した明るいス広場に面した明るいス
ペースなど、それぞれペースなど、それぞれ
に特徴があります。に特徴があります。

本棚にはところどころ本棚にはところどころ
窓があり、遠くの書架窓があり、遠くの書架
や、外の景色が垣間見や、外の景色が垣間見
えます。えます。

全ての部屋と配架にスロープと全ての部屋と配架にスロープと
階段の両方でアクセスできます。階段の両方でアクセスできます。

新しいタイプの図書館（地上）と、従来の図書館（東静岡駅レベル）を緩
やかに結ぶ「本の風穴」を提案します。「本の風穴」では、食事をしたり、
みんなでワイワイ話しあいながら、自由に本に親しむことができます。

・テーマ別配架や、「本の風穴」に点在する図書スペースは、食事や・テーマ別配架や、「本の風穴」に点在する図書スペースは、食事や
会話をしながら自由に本に親しめる場所とします。会話をしながら自由に本に親しめる場所とします。
・図書スペースの内容や在り方については、シェアオフィスにしたり、・図書スペースの内容や在り方については、シェアオフィスにしたり、
キッチンをつけるなど、ワークショップでみんなで決めていきます。キッチンをつけるなど、ワークショップでみんなで決めていきます。

・「新しいタイプの図書館」と対照的に、「従来の図書館」は4～6階・「新しいタイプの図書館」と対照的に、「従来の図書館」は4～6階
の静かなスペースに集約、落ち着いて読書や学習ができる空間です。の静かなスペースに集約、落ち着いて読書や学習ができる空間です。
東側には富士山を眺めながら飲食ができるスペースもあります。東側には富士山を眺めながら飲食ができるスペースもあります。

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

カフェカフェ

テラステラス

ラウンジラウンジ

緑地広場緑地広場

テーマ別配架テーマ別配架

オープンオープン
コラボレーションコラボレーション
スペーススペース

オープンオープン
コラボレーションコラボレーション
スペーススペース

大階段大階段

小学生の小学生の
遊び場遊び場

幼児の幼児の
遊び場遊び場

児童室児童室

屋上庭園屋上庭園

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

テーマ別配架テーマ別配架

リラックススペースリラックススペース

リラックススペースリラックススペース

リラックススペースリラックススペース

セミナールームセミナールーム

情報発信コーナー情報発信コーナー

公開書庫（3F）公開書庫（3F）

閉架書庫（3F）閉架書庫（3F）

スロープスロープ
スロープスロープ

スロープスロープ

スロープスロープ

スロープスロープ

大学大学
コンソーシアムコンソーシアム
事務室事務室

4F入口4F入口
（東静岡駅レベル）（東静岡駅レベル）

事務室事務室

予約本予約本

WCWC

EVEV

1F入口1F入口
（ロータリー側）（ロータリー側）

1F入口1F入口
（緑地広場側）（緑地広場側）

エントランスホールエントランスホール

総合案内総合案内

図書館カウンター（4F）図書館カウンター（4F）

読み聞かせの部屋読み聞かせの部屋

↓東静岡駅↓東静岡駅

図書館と多様な機能が融合する「生涯学習の拠点」

「新しいタイプの図書館（1～3階）」は飲食をしたり、
みんなでワイワイ話せる、自由な読書空間

「従来の図書館（4～ 6階）」は、落ち着いて読書
や学習ができる静かな空間

（様式９）技術提案書（１次）

参加者番号

0 0 6

0 0 6 . ㈱ 新 居 千 秋 都 市 建 築 設 計 ・ ㈱ 高 橋 茂 弥 建 築 設 計 事 務 所 新 県 立 中 央 図 書 館 整 備 事 業 設 計 共 同 体

第 4章　参加者の技術提案書
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条件整理

平面・立面・断面
決定

詳細設計 詳細積算

概算

常時チェック＆
フィードバックで抑制

入札
水準

設備・内装決定

基 本 設 計 実 施 設 計
コ
ス
ト
上
昇
圧
力

設計工程

補助金獲得の精査により抑制
構造型式の比較検討により抑制

見える化 BEMS により使用エネルギーの細かな計量を行い、継続的な管理費低減

電気設備

自然採光・適正照度 自然採光、適正照度設定でエネルギー低減
LED照明 使用電気量削減、メンテナンス頻度の低減

各種制御
昼光利用、人感センサー、タイマー制御
調光点滅制御、消し忘れ防止制御

受変電設備 デマンド監視装置によりエネルギー低減
空調・
換気設備

CO2 濃度を感知し、外気取入抑制（ホールの非満席時、大幅な熱負荷削減）
開館前の空調立上り運転時は、予冷・予熱運転し、省エネ化

衛生設備 節水型器具を採用し、水資源の有効利用を図る

建築工事内訳（※一次審査段階での大概算です） 千円 /経費・税抜
直接仮設工事 207,500 既製コン工事 8,890 金属製建具工事 975,500 
土工事 112,005 防水工事 94,800 ガラス工事 174,000 
地業工事 630,000 石・タイル工事 26,000 塗装工事 86,000 
鉄筋工事 504,000 木工事 235,000  内外装工事 468,000 
コンクリート工事 535,000 屋根及びとい工事 82,000 家具工事 640,000
型枠工事 581,000 金属工事 525,000 仕上ユニット工事 395,000 
鉄骨工事 533,000 左官工事 85,000 昇降機 180,000
直接工事費　合計 7,077,695

全体工事費内訳（円）　経費・税込 千円 /経費・税抜
建築工事 9,413,761 舞台設備工事 160,000 ペデストリアン

デッキ整備 1,650,000
電気設備工事 1,263,618 外構工事 414,683
機械設備工事 1,875,046 備品費（想定） 1,200,000
総工事費　合計 16,139,468

省エネルギーによるランニングコスト削減／SDGsへの取り組み

パッシブ（建築）・アクティブ（設備）両面からLCCを徹底削減します

長年の協力体制を生かし、チーム全体でコストを削減
自然採光自然通風による

中間期の自然換気

LED照明

クールピット

屋上緑化による
空調負荷低減

・ 設備機器の品質、性能、耐久性を総
合的に検討し、省エネルギーに十分
配慮した機器の選定を行い、CASBEE
静岡 Sランクを取得します。

・ 将来の増改築、設備更新、新システ
ム導入に対応します。

・ 建築・設備両面の省エネで「ZEB 
Ready」を確保、自然エネルギー活
用で「ZEB Nearly」～「ZEB」を目指
します。補助金も積極活用します。

・ 構造、設備、積算協力事務所との長
年の協力体制を生かし、各工事でバ
ランスよいコスト削減を行います。

・ 専属施工アドバイザ―を体制に加え、
経済的な工事計画を立案します。

オープンコラボレーションスペースオープンコラボレーションスペース

テーマ別配架テーマ別配架

ピットピット

テーマ別配架テーマ別配架 緑地広場緑地広場

WCWC 倉庫倉庫 キッチン／各種倉庫キッチン／各種倉庫

キッチンラボキッチンラボ

本の風穴本の風穴

スロープスロープ

リラックススペースリラックススペース

リラックススペースリラックススペース

多目的ラボ多目的ラボ
（音楽）（音楽）

託児託児 エントランスホールエントランスホールセミナールームセミナールーム

ピットピット

風除室風除室 ロータリー側ロータリー側

耐震壁をXY方向にバランスよく配置耐震壁をXY方向にバランスよく配置

富士山側は壁のない富士山側は壁のない
開放的なプラン開放的なプラン

遺構部分遺構部分

計画建物計画建物

地下を作らない地下を作らない
計画とし、工期計画とし、工期
とコストを圧縮とコストを圧縮

駐車場は工事中も駐車場は工事中も
継続利用可継続利用可

ロータリーロータリー

東静岡駅東静岡駅工事車両は西側から進入可工事車両は西側から進入可

遺構から10m内に遺構から10m内に
建物を作らない建物を作らない

10m10m

構造イメージ図構造イメージ図

→東静岡駅→東静岡駅

公開書庫公開書庫

公開書庫公開書庫

子ども図書研究室子ども図書研究室

一般書架一般書架 富士見テラス富士見テラス

一般書架一般書架

富士見テラス富士見テラス

富士見テラス富士見テラス

富士見テラス富士見テラス

富士見テラス富士見テラス
一般書架一般書架

一般書架一般書架 (飲食可能エリア)(飲食可能エリア)

(飲食可能エリア)(飲食可能エリア)

短手断面イメージ短手断面イメージ

断面詳細図断面詳細図

通風シミュレーションにより
中間期ゼロ空調を目標とします
（弊社事例）

・ 主体構造は経済的で遮音性の高い
RC 耐震壁付ラーメン構造とします。

・ 富士山の見える図書スペースは壁のな
い開放的かつフレキシブルな空間を
実現します。構造形式は今後の物価
変動（特に鉄骨）もふまえ基本設計
段階でも柔軟に対応します。

十分な耐震性を有した安心・安全で経済的な構造計画

無理のない建物計画でコストを削減／東海道遺構や工事中の安全にも配慮

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
率(

％)

多
↑
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
↓
少100 30405060708090

「ZEB」「ZEB」
Nearly
ZEB
Nearly
ZEB
ZEB
Ready
ZEB
Ready

ZEB
Oriented
ZEB

Oriented

60
70

50
40
30
20
10
0

一次エネルギー削減率 (％ ) イニシャルコスト 多少
30405060708090100

ラン
ニン
グコ
スト

庇・バルコニー自然通風
自然採光

居住域空調
屋上緑化

LED 照明
タスクアンビエント照明

建築設計事務所

（当社）

構造設計事務所

設備設計事務所

積算事務所

専属施工アドバイザ―県内設計事務所

JV

協力

物価変動など
県内の情報提供

経済的な架構計画の提案
物価に合わせた柔軟な計画

省エネに配慮した機器選定
ランニングコスト削減提案

最新の物価状況をふまえた
コスト削減方法の提案

合理的な工事計画の提案
仮設工事の最小限化

・ 地下をつくらない計画とし、工期とコ
ストを大幅に圧縮します。

・ 遺構部分から建物基礎まで10mの
離隔を確保します。

・ 建物形状を活かし、吹抜部にタワー
クレーンを設置し工事を行います。

・ 特に削減効果の高い基本設計段階を
重視し、丁寧に積算を行います。 同
種施設の豊富な実績を生かし、予算
内で高品質な建物を実現します。

・ 工種を削減し、特殊工法を使わない
設計とします。仕上材は統一し、工事
の効率化及び材料費のスケールメリッ
トを生かしコスト削減を図ります。

・ モジュール化・汎用機器・規格化さ
れた建材を採用し、コストダウンと
共にメンテナンスに配慮します。

・ 一般流通材を使用、仕上の処理や塗
装によって深みを出し、表情豊かな
建築をローコストに実現します。

・ 今年開館した弊社設計の図書館は当
初予算の90％以内で完成しています。

（様式 10）実施方針書【コスト管理方針】

参加者番号

0 0 6

0 0 6 . ㈱ 新 居 千 秋 都 市 建 築 設 計 ・ ㈱ 高 橋 茂 弥 建 築 設 計 事 務 所 新 県 立 中 央 図 書 館 整 備 事 業 設 計 共 同 体

第 4章　参加者の技術提案書
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１

将来整備
施設

グランシップ
広場

富士山テラス

古代東海道

遊歩道

将来ペデスト
リアンデッキ

すごく広い
富士山テラス

JR東静岡駅

市道東静岡中央線

交通広場

N

東静岡南口環状線

富士山テラス

すごく広い富士山テラス

屋上テラス

「すごく広い富士山テラス」、「交流ひろば」、「図書館」 駅前エリア全体への考え

児童館,学習スペースに
面した屋上テラス

カフェに隣接して
テラス席を配置

ピロティは自由に人々が
行き来できる空間

グランシップ広場は
森の広場となり、森は図書館
敷地へ連続していく

太陽光パネルルーバーと
パンチングアルミパネルで
内部に入る日差しを調整

太陽光パネルの水平ルーバーに
覆われるファサード

・大きなふたつの屋外ひろばがある。
 「すごく広い富士山テラス」、「交流ひろば」、「図書館」
・「すごく広い
　　富士山テラス」は①駅前広場であり新図書館のエントランス広場である。
　　　　　　　　　　②様々な場所から、富士山を眺望できる。
　　　　　　　　　　③様々な小さなお店が配置され、観光客も嬉しい。
・「交流ひろば」は　①新しい図書館機能のエントランス広場である。
　　　　　　　　　　②カフェや多目的ホールが隣接しており、
　　　　　　　　　　　市民交流の中心となる。
・「図書館」は　　　①「すごく広い富士山テラス」の直上に配置する。
　　　　　　　　　　②小さな街のような建築である。

・東静岡駅自由連絡通路から直結するデッ
　キ全体が「すごく広い富士山テラス」で
　ある。
・「すごく広い富士山テラス」は東静岡駅
　エリアの中心である。
・古代東海道の遺構範囲は、グランシップ
　から連続した公園として整備する。
・市道東静岡中央線沿いは、グランシップ
　から連続した歩行者空間として整備し、
　賑わいを作り出す機能を配置する。 10m

8m

図書館

すごく広い富士山テラス

交流ひろば

(様式８)技術提案書（表紙）
参加者番号

※１ 参加者を特定することができる会社名等の内容（⼀般的に通⽤している社章、ロゴマーク等を含む。）を記載してはならない。
※２ 各課題に対する提案は、枠内において提案者の⾃由にレイアウトして良い。また、枠のサイズについても適宜変更して良い。

0    0    9    

33m

GL+51m

すごく広い富士山テラス のある図書館

第 4章　参加者の技術提案書
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サイレントタワー

地域資料
一般開架閲覧
（マザーフロア）

電気設備室
熱源機械室

冷却塔置場

富士山テラス

交流ひろば

ラボ、
オープンコラボレーション
スペース
セミナー室

3Fエントランス

1Fエントランス

屋上ひろば

児童書スペース

公開書架
閉架書架

事務室

水平ルーバー
太陽光発電パネル

従
来
の
図
書
館
機
能

新
し
い

図
書
館
機
能 ラボ等

水平ルーバー
太陽光発電パネル

地下室はつくらない。
富士山テラス

カフェ

図書館テラス

学習スペース

エントランス

ピロティにテラス席が並ぶ

カフェ

情報発信
コーナー 多目的ホール

搬入

事務室
（直営）

多目的ホールは遊歩道に向か
って開くことができる

東静岡駅

オープンコラボレーション
スペース

ラボに囲まれた
オープンコラボレーションスペース

ラボ

セミナー

ラボラボ

多目的ホール
上部事務室（民営）

エントランス
（駅から）

テラス上には
小さなお店を配置

テンションロッド
（引張材）

耐震コア

テンションロッド
（引張材）

ラーメン
構造 柱（引張材）

柱（圧縮材）

アウトリガー
方式

テンションロッド（引張材）@6m
外周部のみ

耐震コア_6m×6m 梁@6m
太陽光
パネルルーバー

1F（交流ひろば) 3F（すごく広い富士山テラス) 4F  図書館中心フロア（マザーフロア)2F（交流スペース) 5F（一般閲覧フロア)
 構造システム  環境システム

・それぞれの読書スタイル毎に分節され、また統合される。
内部 外部

 1F 多目的ホールから遊歩道を見る  3F すごく広い富士山テラス 2F オープンコラボレーションスペースから見下ろす

 すごく広い富士山テラスから富士山をみる

 4,5F 一般閲覧室

外周部は太陽光パネル
ルーバーで覆われる

可動パンチング
アルミパネル

駅と接続する「すごく広い富士山テラス」は、地域の活動
の中心である 様々な読書スタイルに応じられる多様な空間

多目的ホールは、敷地南側の遊歩道および交流ひろばに向
かって開くことができる

オープンコラボレーションスペースは交流ひろば、「すごく
広い富士山テラス」へ視線が抜け、交流機能の中心である

 外観デザインの考え方

 平面計画

 プログラムの構成

・小さな街のような建築である。
・１Fは市民に開かれた場所である。多目的ホールとカフェ 
　が配置される。
・屋上テラスを緑化し、空中庭園をつくる。

・交流の場所を中心とした図書館とする。
・２Fにラボ、セミナー室を配置し、その中心に
　オープンコラボレーションスペースを設ける。
・オープンコラボレーションスペースは、下階に「交流ひろ
　ば」上階に「すごく広い富士山テラス」がある。
・温暖な気候を生かした屋外空間を充実させる。
・それぞれの読書スタイル毎に分節され、また統合される。
・近隣の学生が司書補佐としてボランティア活動をする。

 新しい図書館像

・鉄骨造による耐震構造。
・低層部分はラーメン構造。
・タワー部分は、コア+アウ
   トリガー方式を採用。
・タワー中央に耐震コアを配 
　置し耐震コアからキャンバ
　ーをつけて張り出した梁を
　下方向にテンション材で引
　っ張ることで耐震性能を確
　保するシステム。
・テンション材は、タワー外
　周部のみ配置。

・地下室をつくらない。
　水槽以外の機械室は地上。
・地下水は熱交換などに利用。
・CASBEE、ZEB化を考慮し、
　太陽光発電パネルを設ける。
・太陽光発電パネルは、水平ル
　ーバーに貼付。全方位での発
　電が可能。
・室内の日照調整のため、適宜
　日除けパンチングパネルを
　設置。
・日除けパネルは、折戸式で室
　内に出っ張らずに収納可。

一般閲覧室

複層ガラス

一般閲覧室

管理用EV

レファレンス
カウンター

おはなしテーブル

事務室（直営）

(様式９)技術提案書（⼀次）
参加者番号

※１ 参加者を特定することができる会社名等の内容（⼀般的に通⽤している社章、ロゴマーク等を含む。）を記載してはならない。
※２ 各課題に対する提案は、枠内において提案者の⾃由にレイアウトして良い。また、枠のサイズについても適宜変更して良い。

0    0    9    

0 0 9 . 株 式 会 社 山 本 理 顕 設 計 工 場

第 4章　参加者の技術提案書
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令和3年
11 12

令和4年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

令和5年
2 3 4 5 6 7 8 9

基本設計プロポーザル
実施設計実施設計（付帯施設等）

⑤実施設計積算

許可申請・計画通知ペデストリアンデッキ・建築許可（44条）

結果通知 契約全体設計工程

コスト（概算、積算）

与条件整理 各種調査、要望整理
建築 配置・ゾーニング・平面計画方針 平面、立面、断面計画確定 一般図作成

③基本設計概算

構造種別の比較検討 構造種別の確定

設備方式の比較検討 設備方式の確定

②基本設計中間概算①プロポーザル時概算

要望確認

詳細図作成、建具、家具等図面作成

詳細設計、構造設備設計内容の建築一般図へのフィードバック

④実施設計中間概算

構造詳細検討 構造計算、作図

設備詳細検討 設備計算、作図

調整・まとめ

調整

構造
設備

③基本設計終了段階
・積み上げ方式による概算を行う。
・設計者とコスト管理者間での情報共有を密にし、
　設計情報を明確にする。
・発注者の積算要領に注意を払い、積算上必要な項
　目やメーカー見積掛け率を確認する。
・コストウェイトの高い項目はメーカー見積を徴収。
・設備主要機器の仕様を決定、コスト配分の再確認。
・共通費も積み上げを考慮した概算とする。
・予定工期や重機等を考慮。国交省積算基準。
・コストスダディが容易に行える部位別内訳書式で
　金額を算出し、科目別表記を行う。
・全体のコストウェイトを総合的に判断し、コスト
　配分の調整を行う。
・予算超過の概算がでた場合は、ＶＥ・ＣＤを行う。

■設計業務時におけるコスト管理方針
・設計の手戻りが発生しないよう設計の初期段階からコスト管理を適切に行う。
・早期に発注者の予定コスト、コスト配分との照合を行い、調整を図る。
・発注者と概算工事費算出の考え方に関する合意形成を行う。
（概算工事費算出書式、使用する単価、数量算出方法、コストに関わる特殊要因等）
・設計担当者とコスト管理担当者の情報共有を密とし、情報を明確化。設計情報をコストに反映する。
・概算時点では不確定要素が多いため予備費を計上し、設計情報の明確化にあわせて予備費の調整を行う。
（積み上げ積算の精度が上がるのに従って予備費計上額が減少する。）
・基本、実施設計の最後だけではなく、設計の各段階毎に概算を行いコスト調整を行う。
（プロポーザル提出時、基本設計中間、基本設計完了時、実施設計中間、実施設計完了時）
・コストウェイトが高い項目は、参考メーカー見積を徴収する。
・設計初期段階よりランニングコストを考慮しながらコスト管理を行う。
・CASBEE-S、ZEB化によるコスト増を考慮しながらコスト管理を行う。
・イニシャルコスト＋ランニングコストの最適化を目標にZEB Ready以上を目指ざす。

■コスト管理体制
・公共プロジェクトの経験・実績のあるメンバーで設計チームを組織。
・これまで数多くのプロジェクトで協同したチーム。意思疎通が図りやすく、設計、コスト管理が効率的に行える体制。
　総括　　　　：管理技術者+コスト管理主任技術者　　　　　　　　
　建築（意匠）：建築主任技術者+コスト管理主任技術者
　建築（構造）：建築主任技術者+構造主任技術者+コスト管理主任技術者
　電気設備　　：電気設備主任技術者+コスト管理主任技術者
　機械設備　　：機械設備主任技術者+コスト管理主任技術者
　家具　　　　：建築主任技術者+家具デザイナー+コスト管理主任技術者

■設計フェーズとコスト管理手法　

①プロポ－ザル終了段階
・JBCI(一財建設物価調査会総合研究所)に
　よる類似物件情報、官庁類似実績データ
　や特殊要素加算し建築、電気、機械等の
　予算配分を行う。
・目標コスト配分の設定。
・地中情報に配慮し近隣情報の収集も行う。
・初期段階では不確定情報が多いため予備
　費を多めに設定する。
・予備費は、設計情報が明確になるに従い、
　段階的に割合が少なくなる。
・コストスダディが容易に行える部位別
　内訳書式で金額を算出。
（科目別算定のためには情報が少ないため）

②基本設計中間段階
・発注者と概算算出に関わる合意形成。
・基本設計着手時にコスト管理表を作成。
・構造は設計が進むほど減額が困難になるた
　め、基本設計中期でのコスト検討が重要。
・経済スパン、階高のコストシミュレーショ
　ンを行い、構造種別を確定する。
・構造種別による工期の影響も考慮する。
・設備方式、主要機器仕様の比較検討を行う。
・効率の良い配管、配線ルート、機器配置の
　検討を行う。
・仮設、経費計算も加味。
・物価情報にも配慮し、資材の値動きに細心
　の注意を払う。
・コスト配分の調整。

④実施設計中間段階（一般図レベル）
・目標コストにおさまるか最終確認を行う。
・基本設計終了時から変更点を確認し、概算に
　反映させる。
・変更に併せて、数量又は単価の見直しを行う。
・資材の動向にも注意を払う。
・概算工事費をコスト管理表に反映。
・予算超過の概算がでた場合は、早急に発注者
　と情報共有し、原因の特定を行う。
・工事費全体での調整を行い、必要に応じて設計
　内容の見直しを行う。
・実施設計途中段階ですべてのＶＥ・ＣＤは行
　わずに少しゆとりをもたせておく。

⑤実施設計終了段階
・積算基準に準じ内訳作成を行う。
・設計担当者、コスト管理士間で情報共有
　を密に行い設計情報の齟齬が起こらな
　いように積算情報を明確にする。
・チェックリスト入力や代表数量当たりの
　コスト等、類似実績データとも比較し
　高品質の成果品を目指す。
・目標コストにおさまらない場合はさらに
　ＶＥ・ＣＤを行う。

(様式10)実施⽅針書【コスト管理⽅針】
参加者番号

※１ 参加者を特定することができる会社名等の内容（⼀般的に通⽤している社章、ロゴマーク等を含む。）を記載してはならない。
※２ 各課題に対する提案は、枠内において提案者の⾃由にレイアウトして良い。また、枠のサイズについても適宜変更して良い。

0    0    9    

■コスト管理上、重点的に管理すべき項目、想定する仕様概要
　構造種別：鉄骨造（耐震構造）
　外装　　：ガラスカーテンウォール、アルミパネル
　内装　　：OAフロア（一般閲覧室等）
　家具　　：書架、カウンター
　設備　　：貴重書庫恒温恒湿空調
　環境配慮：屋上緑化、太陽光発電パネル

□必要情報
構造種別、階数・階高、延床面積、
外装・内装グレード、特殊要素、
外構範囲、別途工事範囲

□必要情報
構造種別比較資料、スパン、
階数、階高、延床面積
設備方式比較資料

□必要情報
構造種別、階数・階高、延床面積、内外仕上表、
建具情報、家具情報、サイン情報、外構情報、
構造図、設備仕様概要、仮設計画、別途工事範囲、
メーカー見積

□必要情報
延床面積、内外仕上表、平面図、立面図、
建具情報、家具情報、サイン情報、外構情報、
構造図、各種設備図、仮設計画、別途工事範囲、
メーカー見積

□必要情報
すべての図面情報、各種見積

管理技術者＋コスト管理主任
全体総括

コスト管理体制図

建築
建築主任 構造

構造主任

・ランドスケープ
　デザイナー
・土木コンサル

外構

・家具デザイナー
・サイン
　デザイナー

家具・サイン

・音響コンサル
音響

電気設備
電気設備主任

機械設備
機械設備主任

静
岡
県

コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社

0 0 9 . 株 式 会 社 山 本 理 顕 設 計 工 場

第 4章　参加者の技術提案書
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��の通り抜け

ペデストリアンから��への通り抜け

グラン��プへ��

�車場へ��まちへ��

駅へ

ペデストリアン
から��へ

通り抜けテラス

��

�� 活動 �� 活動

��な���
の��

���な
視線の抜け

閉架書庫
公開書庫
貴重書庫

街につながり、日常動線になる通り抜け道活動を縦断する立体街路

屋外環境を享受するテラス入子構成の環境装置「未来に開かれた本の蔵」
快適な読書・活動の場と、書物の保存に適
した環境を、入れ子状の構成によってつく
ります。外から中に向けて、複数のレイヤー
に囲まれるように書架や書庫を配置し、本
を直射日光や内外気温差から守ります。
開放的な閲覧室やテラスが深い軒を作って
書物を守るように、図書館の構成自体が環
境装置になります。

たくさんのテラスを設け、外部空
間、半外部空間、内部空間がそれ
ぞれの価値を持ち、学びや活動、
憩いの場として利用される、静岡
の温暖な気候を最大限享受できる
環境をつくります。コロナ禍で再
発見された、日常で屋外空間を積
極的に利用する、これからの時代
を象徴する図書館です。

建物内外に、図書館に用事の無い
人も利用できる、通り抜け道を設
け、街とつなぎます。館内の縦動
線は駅へのアクセス路にもなり、
カフェやラウンジは、電車やバス
の待合室になります。通勤、通学
路のような日常動線になることで、
図書館の様々な活動が地域の風景
として立ち現れ、発信されます。

「従来の図書館機能」は多様な情報に出会い、
集積する場であり、「新しいタイプの図書館
機能」は情報を創造し発信する場です。
明快にゾーニングして積層した各階を、吹
抜と縦動線が一体となった「立体街路」に
よって緩やかに繋ぎ融合することで、それ
ぞれ異なる性格の場の交流を生み、知の創
造と集積が相互に行き来し、循環するよう
な図書館を目指します。

街と人に開かれた情報のテラス

（様式 8）技術提案書（表紙） 0 1 1

第 4章　参加者の技術提案書

0 1 1 . カ ワ グ チ テ イ 建 築 計 画
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��

�� 活動 �� 活動

�地境�から
ゆとりをもって
配置する。

通り抜けテラス

��テラス

���テラス

�ニテラス
歩道

���
歩道 �����交流スペースラボ

一般閲覧

地域資料

建築ボリュームを
�々にセットバック。
空が広く感じられる。

���ー��ー�

け���通り�

通り抜けテラス

ペデストリアンデッキ

��見テラス

けやきテラス
緑地広場に
面するカフェ

ひよけルーバー

1�3 ��の書庫
県立図書館のシンボル

ひよけルーバー
南面の��テラス

事務室エリアの専用テラス

��置場の目�し�

上階はボリュームが
セットバック

見通しのよい��

景観�

交��に面した
多目的�ール

ラボ

けやき大通り

様�な���
の��

���な
視線の抜け

合理的かつ開かれたEV配置

3F

4F

5F

2F

1F
東静岡駅

管理EV

立体街路

駅とけやき大通りを繋ぐ
あたらしい日常動線

閉館時も通り抜けできる
地上階の��通路

けやき大通り

�ー�スEV

レフ�レンス

レフ�レンス

レフ�レンス

レフ�レンス

景観と�動する地域資料フロア

ひとつながりの閲覧室

テーマ 1　景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン

テーマ 2　新県立図書館整備計画に基づく新しい図書館像

■グラデーショナルなゾーニング

■ゆらぎながら積層する二つのコア

■相互交流のコアとなる立体街路

■既存環境を継承する配置計画
明快なゾーニングが、ゆらぎながら積層して融合する

人と街をつなげる様が風景になる建築

・平面を二つに分けてずらすことで、管理や保存を主とした静か
なエリアと、開架閲覧スペースを主とした活動的なエリアを、
緩やかに分節します。また、断面的には上階に行くにつれて静
かで落ち着いた環境とし、緩やかに各エリアが変化します。

・2 階に子供図書館を設け、1 階交流スペースと 3 階一般閲覧室
の緩衝帯とするとともに、子供たちが図書館の様々な活動に出
会い、興味を持ちやすい階構成とします。

・南東側歩道から十分なスペースを取り、グランシップから続く
けやき並木を引き継ぎ、ゆったりとした都市空間をつくります。

・けやき並木から続くように中低木を広場側に引き込みます。グ
ランシップ前の大きな広場に対し、緑に囲まれた親密な公園の
ような駅前広場を作ります。

・上階に行くにつれて建物ボリュームをセットバックさせること
で、歩道レベルから空を広く感じられる、東静岡駅前の伸びや
かな風景創出に寄与します。

・入子状に閉じた書庫のコアと、立体街路を中心とした吹抜のコ
アを、ずらし、ゆらぐように積層します。

・階高が低い書庫のコアがずれることで、天井の低い親密な場所
や、入子構成によって生じる天井の高い場所等、様々な居場所
を作ります。  

・様々に様子の異なる各階を、吹抜に設けた縦動線である立体街
路を通ることで目にします。目的以外の階に立ち寄ったり、1
階交流スペースで行われているワークショップに参加する等、
人や出来事に出会い参加する、交流のコアとなります。

・高層化の進む東静岡駅前地区において、ヒューマン
スケールのテラスや通り抜けをまとう建築が、まちの
風景をつなぐ場所となります。

・床をずらしながら積層することで、さまざなレベル・
方位に、テラスが生まれます。テラスで本を読む人や
おしゃべりをする人たちの姿が街に現れ、駅前の風景
をつくります。

・ガラス面には日射負荷を軽減するルーバーやスクリー
ンを設け、やわらかに風景に溶け込む外観とします。

平面 断面

・吹抜のコアは、各層でず
れることで多方向への視
線の抜け、止まりを生み、
緩やかにフロアをつなぎ
ます。

1 階オープンコラボレーションスペースを見る。2 階に子供図書館。

（様式 9）技術提案書（一次） 0 1 1

第 4章　参加者の技術提案書

0 1 1 . カ ワ グ チ テ イ 建 築 計 画
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R4 年度R3 R5 年度

打合せの
ポイント
議題

設計

コスト管理

基本設計

実施設計

■層の厚いチーム体制 ■対話とフィードバックを重視した設計工程
関係者全員のワンチームによる、対話型プロセス

長スパンの運営を念頭にしたコスト管理と各種計画

・40 代 2 人組の建築家が主催し , 図書館を含む大学キャ
ンパスや美術館等、複数の公共建築の実績をもつ意匠
事務所を中心に、大規模公共建築の実績が豊富で若手
とベテランが共同代表を務める構造設計事務所と設備
設計事務所、全国展開する積算事務所が各主任技術者
を務める、層の厚い設計チームです。豊富な経験を元に、
着実なコスト管理体制を築きます。

・設計チームに、防災コンサルタント、ランドスケープ
デザイナー、サイン・VI デザイナー、家具デザイナー、
照明デザイナーなど、各種専門家を迎え、意匠性や使
い勝手、経済性のバランスがとれた計画とします。

・静岡県や図書館関係者も、図書館建設のチームパート
ナーと考え、対話とフィードバックを重視した設計プ
ロセスとします。

・設計初期に、既存類似施設を参考に、工事区分ごとの目標金額を定めます。大きな規模のプロジェクトですが、小さな区分でコスト
管理を行い、コストバランスを的確に把握しながらの設計に努めます。

・基本設計段階から、要所要所で大まかな概算を行い、課題を設計打合せにフィードバックすることで、関係者と本当に必要なものが
何かを吟味し、共有しながら設計を進めます。

・高い想定地下水位を考慮し、地下階をつくらない計画
・高層化によるフットプリントの縮小
・遺構を避けた建物配置による不確定要素の回避
・金属板や押出成形セメント板等、一般的で高耐久な外装材
・県産材を用いた天井木ルーバーの検討

コスト管理上重点的に管理する仕様概要

コスト管理体制及び方針

・徹底した断熱強化と開口部強化及び日射遮蔽により外皮性能ＢＰＩを０．６以
下とし、空調イニシャルコストとランニングコストを削減

・空調方式の適材配置による快適性向上及びランニングコストの削減
・地中熱利用、各種インバータ制御、センサー制御によるランニングコスト削減
・太陽光発電と蓄電池設置によるピークカットにて電気ランニングコスト削減

・免震構造による、安全確保と大地震後の修繕費用の最小化
・軽量なＳ造による免震装置費用、杭・基礎工事費の削減
・ＣＦＴ柱により、鋼材量を抑える
・免震の効果を十分発揮できる座屈拘束ブレースを用いたブ
レース付ラーメン構造

・既製品と製作品の適材適所の使い分け
・県産木を利用した、地域産業と協働する什器計画
・設計初期段階から必要備品リストを作成し、運営計画と一
緒に考える計画

構造計画 設備計画 備品計画意匠・仕上計画

美術館や福祉施設、教育施設等、複
数の公共建築の実績を持つ。

全国各地で、図書館やな公共建築をはじめ
とした多数の大規模建築の実績がある

図書館を含む大学キャンパスや美術
館等、複数の公共建築の実績を持つ。

【建築主任技術者】

【統括技術者】
意匠事務所

静岡県
【図書館】

構造事務所

設備事務所

発注・運営チーム

設計チーム

【民間管理者】【図書館整備室】
総務課・企画振興課・資料課・調査課

館長　副館長

【構造主任】

【コスト管理主任】

防災 ランドスケープ 家具 照明サイン・VI

【電気設備主任】

【機械設備主任】

密な対話

大規模公共建築を含む幅広い実績

環境配慮型建築が得意全国各地で、大規模公共建築の実績

機械室

閉架書庫

閉架書庫

公開書庫

公開書庫

民間管理

直営管理

公開書庫

貴重書保存庫
地域資料

一般閲覧

一般閲覧 立体街路立体街路一般閲覧

子供図書館

学習室

ラボオープンコラボレーションスペース

一般閲覧

貴重書展示
コーナー

鉄骨部分の床は、コンクリートに膨張
剤・収縮低減材等の使用を検討するこ
とで、コンクリートのひび割れを抑制
し、長寿命化を目指します。

座屈拘束ブレースは平面的にバランス
よく分散させながら、上下階のブレー
ス位置を適度にずらして配置すること
で、ブレース脚部に生じる引張力を小
さく抑え、引張力に弱い免震装置の費
用を安く抑えます。

重量が重い保存エリアは階高を抑え、
比較的軽量な一般閲覧エリアは階高を
大きくとることで、各エリアのフレー
ム剛性を合わせ、用途ごとに求められ
る空間に適合した合理的な構造計画を
目指します。

杭は、明確な支持地盤の深度が深いた
め、摩擦杭を採用することで杭長を抑
え杭工事比の削減に努めます。

敷地の広さを有効に活用し、基礎免震
構造とすることで、上部構造全体の安
全性を確保します。

Low-E ペアガラスは、北側は断熱仕様、
南東側、西側は遮熱仕様とし、適切な
効果を発揮して空調負荷を押えます。

書庫を入れ子構造にすることで外乱
のない安定した室内環境を維持しま
す。さらに適正な恒温恒湿空調によ
り温湿度管理を徹底します

屋上には太陽光パネルを設置し、蓄電池及び発
電機と組み合わせてＢＣＰ対策を行います。ま
た太陽熱集熱パネルも設置し、温水を調湿のた
めのデシカント空調の乾燥熱源に利用します。

地下水位が高く、熱交換効率が高い事
を利用し空調方式には地中熱ヒートポ
ンプを併用し、自然エネルギー利用を
行います。

地下水位が高いことが想定されるた
め、地下階はつくらない計画とし、土
工事等の建設コストを抑えます。

空調機械室を各ゾーンに分散設置する
ことで空気搬送動力の低減を行い、ラ
ンニングコストを削減します。

子供図書館の家具など手の触れる機会
の多い什器を中心に、県産材を利用し
た家具を製作し、地域のみんなでつく
る図書館とします。

入れ子になっている貴重
書書庫は、停電時にも小
さな発電機の動力で空調
を継続できます。

断熱強化、開口部性能 UP、多段レイ
ヤーによる日射遮蔽にて室内負荷を徹
底的に削減します。

日射遮蔽のレイヤに合わせた空調方式を採用することにより省エネル
ギー且つ快適な室内空間を作ります。ペリメーターゾーンはライン状
吹出による負荷のカット、インテリアゾーンは床吹出空調による居住
域空調、書庫は恒温恒湿空調及び適宜デシカント空調方式を採用

ライン状吹出による
ペリメーター負荷の処理

床吹出しによる
居住域空調

水冷HP

構造杭を地中熱交換に兼用

新県立図書館建設チーム

�
�
・
�
�

重要方針の確定
設計初期の密な
ヒアリング

工事目標金額設定 概算基本設計概算
積算②積算① 積算③ 調整

本当に必要な
物の絞り込み

仕様の検討・未確定事項の追加調整 実施設計図の
確認と修正

条件精査 詳細調整 図面チェック 工事入札準備

★

条件整理
基本図作成 詳細検討 実施設計図作図

各種認定手続き・計画通知

（様式 10）実施方針書【コスト管理方針】 0 1 1

第 4章　参加者の技術提案書
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